
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（上伊那地域） 

平成 30年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 手作りのバレエコンサート 

事業主体 

（連絡先） 

伊那楽友協会 

（伊那市西町 4880-1） 

事業区分 ③ 教育、文化の振興に関する事業 

事業タイプ ソフト事業 

総事業費 ９４２，６８０円（うち支援金：７０７，０００円） 

 

① 子どもたちのステージの完成 

② 実際に演技を観客に見てもら

うことでの技術向上 

③ イベントを通じた郷土愛向上 

※自己評価【Ｂ】 

【理由】 

ステージの完成と上演という活動

の実践ができ、観客に見てもらう

コンサートとなったため。 

【コンサート風景】 

 

 【目標・ねらい】 

 

① ワークショップ参加者（出演者）数 25人／参加者

は、上伊那地域のバレエ教室やバトン教室の協力を

得て、募集を行った。 

② 観客動員数 175人／観客からは「非常にあたたか

い舞台になった」「子どものうちに、伊那で経験でき

ることは貴重」などの声が上がった。ぜひ次回も開

催を継続してほしい、との感想が多数あった。 

③ 参加者からは「楽しかった」「勉強になった」などの

感想とともに、伊那でこのような経験をしたことへ

の感謝の声もあった。 

 

「手作りのバレエコンサート」 

実施：平成３１年３月２４日（日） 

場所：ニシザワいなっせホール 

方法：上伊那地域の子どもたちと、バレエダンサーが、

協働でひとつのステージを作るワークショップを開催。

完成したステージは、地元の観客に実際に見ていただ

き、技術向上だけではなく魅せるプログラムとなるよう

にした。当日は、伊那楽友協会による伴奏をおこない、

出演した子どもたちは初の生演奏に合わせる経験がで

き、音楽教育を通じた人材育成の機会となった。 

本事業の継続開催を求める声が上がっており、イベントを継続開催していくことで、上伊那地域

における子どもたちの郷土愛を育み、音楽教育を通じた人材育成につなげたい。 


